
１ 背景と目的

千葉市インフラ分野のＤＸ推進プログラム【概要版】

昨今のインフラ分野においては、建設業界の将来の担い手不足、インフラ施設の老朽化、激甚化・頻発化する自然災害など多くの課題を抱えています。一方で、デジタル技術の急速な進展により、建設産業
での省力化、各種手続きやデータ閲覧時における利用者サービスの向上などが可能となり始めています。
このような現状や課題に対応すべく、建設産業の生産性向上や利用者サービスの向上を目指し、官民が一体となってインフラ分野のデジタル化を促進していくため、個別で推進してきた取組施策を体系的に
整理し、取組の概要やロードマップを示す「インフラ分野のＤＸ推進プログラム」を策定し、働きやすく魅力ある建設産業への変革と市民の皆様の快適な生活環境の実現を目指します。

２ プログラムの考え方

本プログラムでは、目的の達成に向けて、インフラ分野のDXに関する取り組みの方向性を設定し、各課が個別に推進している取組施策を方向性別に取りまとめ、取組の概要やロードマップを示します。
本プログラムを通じて、取組内容を庁内で共有することにより、類似業務への取り組みの波及を目指すとともに、本市の取組を見える化することで、ＤＸの導入を促し、官民が一体となったインフラ分野の
デジタル化を目指します。
[対象期間]令和７年度から令和１０年度の４年間

３ ＤＸの推進に向けた３つの方向性

【参考】取組施策の個票（例）

４ インフラ分野のDXに関する取組施策

各課が推進しているインフラ分野のDXに関する24の取組施策を３つの方向性別に整理し、概要やロードマップをま
とめた個票を作成しました。
また、このほか参考に、既に取り組んでいる13の取組施策についても個票を作成しました。

ＤＸ推進に向けて取り組むべき３つの方向性を設定しました。

方向性１：建設産業のデジタル化

建設産業でのデジタル技術の導入に
より、i-Constructionを通じた建設現場

における生産性向上を加速するととも
に、安全性の向上を実現します。

ex.ICT建設機械による施工 ex.遠隔臨場

方向性２：データの取得・活用

ドローンやAIなど、最新のデジタル技

術を用いたインフラメンテナンスの効
率化などを実現するとともに、インフラ
分野に係る様々なデータの蓄積・連携
により、インフラ分野の“見える化”を促
進します。

ex.ドローンを用いた橋梁点検 ex.AIを用いた画像判定

方向性３：デジタルサービスでの提供

インフラ分野における利用申請のオ
ンライン化や工事等で取得したデータ
の標準化などのデジタル技術を導入す
ることにより、利用者目線にたった利
便性の高い行政サービスを提供します。

ex.オンライン申請 ex.インターネット上での情報閲覧
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